
【随想】外国人が見た日本の電柱・電線（３） 
今回は、1995 年にカナダから日本に来られ、現在は東京でアジア株式の投資のお仕事をされて

いるロバート・スコット・コリンズさんのエッセイです。スコットさんは電線等の問題を通して、

日本人が“自然と調和のとれた社会”を忘れ去ったことに警鐘を鳴らされています。 

“Japan is scarred with monuments to waste. ” 

（不朽の建造物が日本に荒廃の傷跡を残す。） 

 

小説や詩に表現されている牧歌的な風景とは程遠く、日本は無駄に作られた不朽の建造物により荒

廃の傷跡が残されている。見渡す限り延びている電線は地球と空を切り裂いている。荒れた場所で地

面から突き出している未完成の高架道路は活躍の場を失った沢山の大型土木機械を雨風から守るシ

ェルターとなっている。広範囲に整備された新幹線網はめったに人が訪れない町々をつないでおり、

歩行者を安全に車で移動させる筈の高速道路の精巧なつり橋はそこを走る車より多い数のカメラを

持った旅行者のものとなっている。そして、田園地帯には自然が作った不規則な流れの河川はなくな

り、コンクリートの護岸により真っ直ぐな流れとされている。しかし、そこを流れる水は大きなダム

により勢いを失い、このダムも土砂をためるだけで、いつかは使い物にならなくなる。 

これらは日本の技術の優秀さを示しているが、それが日本の経済に貢献しているかは疑問である。 

 

戦後の日本の製造業の成功にもかかわらず、社会の複雑な仕組みにより一般市民の生活は失望感が

増している。冷たく、魂がない機械に支配されている現代社会は、過去には親近感を強めた人と人と

の会話を遮っている。色々な形の娯楽道具が家族の交流を失わせた結果、人々に孤独感が増し、高齢

化社会と出生率の低下を招いている。 

 

以前のシンプルな時代に戻ることを望むべきだが、日本は近代化の傷跡を見せようとしない。これ

は人と自然との間の調和のとれた結びつきという長い間日本人が持ち続けてきた信仰とは相反する

ことである。 

過去の美しさを懐かしむ日本人はいる筈だが、景色が良い場所に網をかけている電線の地中化が進

まないのはなぜだろうか。それは毎日の近代的で快適な生活により産業の要求を重視し、自然の要求

に沿った生活をするという事を忘れてしまったためではないだろうか。 

電線地中化の問題は、日本の近代化が質素な日本の原点との間で溝を広げている現実を理解してい

る人達が、国民全体的の幸に貢献するという行動を見過ごしている結果である。 

 そして、これは一例にすぎず、日本にはこれ以上に重要な解決すべき問題があるのではないか。 

 

Robert Scott Collins（ロバート・スコット・コリンズ）  

 

 ［エッセイをお寄せください。］  

皆さんが日本の電柱・電線社会の現状について感じられていることをエッセイとして綴り、お送りください。 

本会報の【随想】欄に掲載させて頂きます。 

1000～1500 文字、簡単な自己紹介（お仕事、住所等 ）とポートレット（顔写真）を添えて下さい。 

送付先は E-Mail: info@NPONPC.org です。  投稿をお待ちしています。 

NPO 法人電線のない街づくり支援ネットワーク事務局 井上、志熊、根井                           

    

【活動報告】 
１． 理事会で“2011 年の活動について”の審議が行われました。 

1 月 27 日、今年最初の理事会において今年の活動についての審議が行われ、今年は次の 3項

目を重点テーマとして活動することが決まりました。 

 ① 技術開発 

 ② 世論形成（セミナー）・財源・基本法 

 ③ 事業協力 

今後、各項目の方針や担当理事を決め、活動を推進して行きます。 

   

２． “第四回異業種交流会”を開催しました。 

1 月 27 日（木）、スピーカーとして大阪府総合計画課企画推進グループ副主査冨山久男様を

お招きし、第四回異業種交流会を開催しました。 

当日は冨山様から『大阪府の電線類地中化の推進』というテーマで講演を頂いき、参加者で

フリーディスカッションを行いました。 

 講演の内容は本号の【特集】に掲載しています。 

 

３． “第五回異業種交流会”を 3月 24日（木）に開催します。 

3 月 24 日（木）19時から、大和ハウス工業株式会社大阪ビルで開催します。 

今回のゲストスピーカーは株式会社イト―ヨ―ギョ―開発本部技術開発部の井上了介様で、

「細街路での地中化を可能に！」というテーマで、当 NPO と共同開発した新資材の物語を語って

頂きます。 

 皆さまのご参加をお待ちしています。なお、参加申し込みは下記までお願いします。 
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「私達」が住む日本の空を、「私達」が美しい空へ変えましょう！ 

 

美空～MISORA～  

 

NPO法人電線のない街づくり支援ネットワーク事務局  ㈱ジオリゾーム内 根井 井上 

Mail: info@NPONPC.org、   http://nponpc.org  

Tel: 072-653-5811  Fax: 072-653-5833    
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                                                   当 NPO ではメールマガジンも配信しており、電線地中化に関するコラム・情報を
月２回お楽しみいただけます！ぜひこちらにもご登録ください！ 
→ http://www.mag2.com/m/0000266000.html  

 

【特集】 第四回異業種交流会レポート  
 

1 月 27 日（木）19:00～20:30 大阪の大和ハウス工業株式会社で、第四回異業種交流会を開催

しました！スピーカーは、大阪府総合計画課企画推進部副主査の冨山久男氏です。総合計画課では、

街並み景観上の無電柱化を推進しておられ、電力会社等との交渉も行われているそうです。テーマ

は、「大阪府の電線類地中化推進について」でした。 

講演では、様々なことをお話して頂きましたが、下記の 3点を中心に報告します。 

 

■講演内容■■■■■■■■■■■■■■ 

1.電線類地中化に関連する法律  

2.大阪府の地中化を進める上での戦略 

3.最後に 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

1. 電線類地中化に関連する法律 

電線類地中化に関連した法律等 の条項は、以下の 5つがあげられます。 

簡単にまとめて紹介します。 

①道路法 11 条：同一の線路に係る電柱を道路（道路の交差し、接続し、または屈曲する部分を除

く）に設ける場合においては、道路の同じ側であること。 

⇒幹線道路では、横断線が増えるが、細街路等では道の片側のみに電柱を立てるように主張でき

る根拠となる。 

②道路法 35 条：国の行う事業の為の道路占有については、（中略）国が道路の管理者に協議し、

その同意を得れば足りる。 

⇒電電公社（現 NTT）は 35 条を用いれば、どんどん電柱を立てられた。 

③道路法 36 条：水道、電気、ガス事業等の道路占有物については、道路管理者は許可を与えな

ければならない。 

⇒電柱を立てることを許可しなければならない。 

④道路法 33 条：道路を占有できるもの（電柱等）は、道路の敷地外に余地がないために、やむを

得ないものであること。 

⇒道路の敷地外にもスペースがある。道路に、電柱が立っているのはおかしいのでは？ 

⑤大阪府道路許可基準：10 大放射３環状線及びこれと同等以上の機能を有し、都市計画の 幅

員どおり完成している道路においては、原則として設置を認めない。電線等は、極力地中化せ

ねばならない。 

⑤にあるように、大阪府の基準では幹線道路での電柱の設置は認められていません。しかし、道

路法 35,36 条と事業費が掛かるからという理由で、電柱が新たに立てられているのが現状です。 

 

2. 大阪府の地中化を進める上での戦略 

中長期的には、条例改正で新たに電線が立つことを防ぐ地域を考えなければなりません。 

しかし、景観に関しては、府民の意識や機運が、まだまだ低いそうです。 

現状では、「お金がかかるから」という理由で正しく効果が認識されていない地中化ですが、 

・無電柱化のシミュレーション 

・地価の向上が期待される 

などを紹介することで、地中化や景観に対する意識を変えなければなりません。 

さらに、「電力会社等も美しい景観を作る義務がある」という議論していくべきです。 

今後、景観を意識した都市づくりが広がっていくと思われます！ 

 

3.最後に 

冨山様が考えられる景観整備とは次の３つだそうです。 

・見たいものを見やすく、見たくないものを見せないようにする。 

・人をもてなす表現を高いレベルで沢山入れること。 

・楽しく歩け、楽しく見れて、楽しく休める街をつくる。 

 

冨山様が行政で働く上で、以下のことを心掛けているとおっしゃっていました。 

・きめ細かいフォローとコンセプト。 

・現地には絶対行く、無電柱化を進める上で妥協しない。 

・面倒がらない。地域の考えや希望を一番に考える。 

 

また、電線類地中化を進めていく上でアドバイスを 5つ提案されました。まだ公表できないものもあ

るとのことで、ここでお知らせできないのが残念ですが、 

・環境対策と併せた無電柱化の推進 

・目的税の導入 

などがあります。 

このように熱い想いをもって、地中化を推進すべく動いておられる行政の方がおられることを知り

うれしくなりました！ 

もっと、電線類地中化が進むよう、私たちも積極的に活動を行っていきます！ 

 


